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松

本

芳

夫

先

生

年

当金
ロ日



年
当金
ロ日

一
八
九
三
年
(
明
治
二
六
)

八
月
二
五
日
、
和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
下
里
村
大
字
下
里
(
現
在
は
那
智
勝
浦
町
下
里
)
二
九
一

O
番
地
に
、
父
松
本
鉄
蔵
、
母
ふ
く

の
二
男
と
し
て
生
る
。

一
九
O
O年
(
明
治
三
三
)

四
月
、
下
里
小
学
校
に
入
学
。

七
歳

一
九

O
七
年
(
明
治
四

O
)

一
四
歳

三
月
、
下
里
小
学
校
高
等
三
年
修
了
。
四
月
、
和
歌
山
県
立
新
宮
中
学
校
に
入
学
。

一
九
一

O
年
(
明
治
四
一
ニ
)
一
七
歳

一
一
一
月
、
病
気
の
た
め
、
同
校
退
学
。
こ
の
頃
よ
り
俳
句
に
興
味
を
も
ち
、
俳
号
を
南
国
天
と
号
し
て
、
は
じ
め
て
博
文
館
の

「
中
学
世
界
」
(
同
年
、
五
、
八
号
)
に
投
稿
し
入
賞
す
。

一一一一一一一
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と
の
年
、
慶
応
義
塾
大
学
部
文
学
科
史
学
創
設
。
主
任
は
田
中
華
一
郎
。

明
九
一
一
年
〔
明
治
四
四
)
一
一
八
歳

荻
原
井
泉
水
主
宰
の
「
層
雲
」
(
こ
の
年
創
刊
)
に
投
稿
す
。

一
九
一
二
年
(
明
治
四
五
)
一
九
歳

三
月
、
上
京
。
私
立
都
文
館
中
学
校
第
四
学
年
に
編
入
学
。
当
時
の
国
語
教
師
川
出
麻
須
美
の
指
導
に
よ
り
、
俳
句
よ
り
和
歌
に

転
じ
、
作
歌
を
は
じ
む
。
ま
た
絵
画
に
も
興
味
を
抱
き
、
岡
田
三
郎
助
の
本
郷
洋
画
研
究
所
に
通
い
、
デ
ッ
サ
ン
を
習
う
。

こ
の
年
八
月
、
乃
木
大
将
殉
死
。
「
中
学
世
界
」
(
一
五
|
六
)
の
懸
賞
文
(
課
題
「
乃
木
大
将
に
就
き
て
感
ず
る
所
を
述
ぶ
」
)
に

応
じ
、
入
選
。

は
な
れ
行
く
人
々
(
八
月
、
「
下
里
同
窓
会
会
報
」

(
翌
年
一
月
号
に
は
じ
め
て
掲
載
さ
れ
、
以
後
数
回
に
及
ぶ
)

一
一一一、_.，

九
月
の
あ
る
日
(
一

O
月
、
「
み
づ
ゑ
」
九
二
)

一
九
一
四
年
(
大
正
三
)
一
一
一
歳

三
月
、
都
文
館
中
学
校
卒
業
。
九
月
、
慶
応
義
塾
大
学
部
予
科
(
史
学
)
に
入
学
。
〔
本
科
(
文
学
科
史
学
)
に
於
て
は
、
田

中
華
一
郎
(
西
洋
史
、
東
洋
史
、
史
学
研
究
法
、
政
治
学
)
、
川
合
貞
一
(
心
理
学
、
民
族
心
理
学
)
、
幸
田
成
友
(
日
本
史
)
、

伊
木
寿
一
(
古
文
書
学
、
日
本
史
)
、
橋
本
増
吉
(
東
洋
史
)
、
加
藤
繁
(
東
洋
史
)
、
占
部
百
太
郎
(
西
洋
史
)
、
阿
部
秀
助
(
西

洋
史
)
、
船
田
三
郎
(
歴
史
哲
学
)
を
は
じ
め
、
林
毅
陸
(
近
世
欧
米
外
交
史
)
、
福
田
徳
三
(
日
本
経
済
史
)
、
小
林
澄
兄
(
教
育

史
)
よ
り
受
講
し
、
ま
た
必
修
と
し
て
、
神
戸
弥
作
(
国
)
、
国
府
犀
東
(
漢
)
、
畑
功
、
野
口
米
次
郎
、
プ
レ
フ
ェ

l
ア
、
戸
川

秋
骨
(
英
)
、
向
軍
治
、
川
合
貞
一
(
独
)
、
稲
垣
末
松
(
教
授
法
)
等
よ
り
受
講
〕



《
論
評
・
随
筆
》
田
舎
の
少
年
(
九
月
、
「
下
里
同
窓
会
会
報
」
一
四
)

《
其
の
他
》
俳
句
(
前
年
一
一
月
、
「
人
生
と
表
現
」
五

l
一
O
。
四
月
、
「
人
生
と
表
現
」
六

l
四
)

]

九

一

五

年

(

大

正

四

)

二

二

歳

《
論
評
・
資
料
》
田
か
き
と
椿
の
葉
煙
草
(
一

O
月
、
「
日
本
及
日
本
人
」
六
六
五
、
『
熊
野
民
俗
記
』
所
収
)

一
九
一
八
年
(
大
正
七
)
二
五
歳

《
論
評
》
論
議
二
篇
(
五
月
、
「
南
加
熊
野
愛
友
会
会
報
」
五
)

}
九
一
九
年
(
大
正
八
)
二
六
歳

三
月
、
慶
応
義
塾
大
学
卒
業
。
卒
業
論
文
は
「
神
代
史
研
究
序
説
」
。
津
田
左
右
吉
『
神
代
史
の
新
し
い
研
究
』
に
刺
戟
を
受
け
、

主
と
し
て
民
族
心
理
学
の
立
場
か
ら
こ
れ
を
批
判
し
つ
つ
、
論
述
す
。
(
こ
の
論
文
に
関
す
る
、
津
田
博
士
と
の
往
復
書
簡
に
つ

い
て
は
「
津
田
左
右
吉
博
士
を
し
の
ぶ
」
新
文
明
二
一
1
l

一
一
、
一
九
六
二
、
参
照
)

四
月
、
慶
応
義
塾
商
工
学
校
教
員
に
就
任
。

こ
の
年
の
は
じ
め
、
始
め
て
短
歌
を
雑
誌
「
日
本
及
び
日
本
人
」
に
投
稿
す
。
(
三
月
、
七
五
二
号
。
四
月
、
七
五
三
号
。
向
、
七

五
五
号
)

《
論
文
》
商
鞍
の
軍
国
主
義
(
八
、
九
月
、
「
三
田
評
論
」
二
六
五
、
一
工
会
ハ
)

《
翻
訳
》
少
数
派
の
勢
力

(
4
8
r
E空
当

}
E
E
8
8
a
g
回
日
。
宮
吋
の
一
章
)

(
一
一
月
、
「
三
田
評
論
」
二
六
八
)

一一一一一一一一一



三
三
四

-
九
ニ

O
年

(

大

正

九

)

ニ

七

歳

こ
の
年
、
移
川
子
之
蔵
、
小
沢
愛
圏
、
松
本
信
広
と
共
に
地
人
会
を
起
す
。
(
「
地
人
会
趣
旨
」
は
コ
ニ
田
評
論
」
二
八
二
号
、
大

正一

O
年
一
月
号
所
載
)

《
著
書
》
神
代
史
研
究
(
四
月
、
三
田
史
学
叢
書
第
一
、
東
京
・
国
文
堂
書
庖
刊
。
四
六
判
、
一
九
八
頁
。
卒
業
論
文
に
若
干
の

修
補
訂
正
を
加
え
た
る
も
の
)

《
論
文
》
ロ
シ
ア
の
知
識
階
級
の
地
位
(
五
月
、
「
三
田
評
論
」
二
七
四
)
情
熱
の
民
族
(
八
月
、
「
三
田
評
論
」
ニ
七
七
)

《
翻
訳
)
)
資
本
家
の
覚
醒
(
ヴ
ア
ン
ダ
リ
ッ
プ
、
前
掲
書
の
う
ち
の
一
章
二
一
月
、
コ
ニ
田
学
会
雑
誌
」
一
四

l
一)

】
九
ニ
一
年
(
大
正
一

O
)

二
八
歳

こ
の
年
、
田
中
華
一
郎
指
導
の
下
に
、
松
本
信
広
、
飯
田
忠
純
と
共
に
三
田
史
学
会
機
関
誌
「
史
学
」
の
発
刊
を
企
画
す
。
(
第

一
巻
第
一
号
の
創
刊
は
同
年
二
月
)

《
論
文
》
古
代
日
本
人
の
民
族
的
観
念
(
一
一
月
、
「
史
学
」
一

l
一
、
『
古
代
日
本
人
の
思
想
』
所
収
)

《
翻
訳
》
ワ
ル
ト
・
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
(
ト
レ
ン
ト
及
び
ア
l
ス
キ
ン
著
『
ア
メ
リ
カ
の
大
作
家
』
よ
り
訳
出
)
(
一
月
、
「
南
加

熊
野
愛
友
会
会
報
」
七
)
ミ
レ

i
の
手
紙
よ
り
h

一
一
月
、
「
三
田
評
論
」
二
八
三
)

《
其
の
他
》
発
刊
の
辞
(
史
学
)
(
一
一
月
、
「
史
学
」
一
1
1

一)

一
九
ニ
ニ
年
(
大
正
一
一
)
二
九
歳

二
月
、
深
川
青
年
団
に
於
て
「
社
会
生
活
の
意
義
」
と
題
し
講
演
。

こ
の
年
、
花
田
比
露
思
主
宰
の
短
歌
雑
誌
「
あ
け
び
」
に
投
稿
を
は
じ
む
。

(
五
月
号
に
は
じ
め
て
掲
載
さ
れ
、

以
後
約
一

O
回



に
及
ぶ
)

《
著
書
》
熊
野
民
謡
集
(
炉
辺
叢
書
)
(
一
一
一
月
、
東
京
・
郷
土
研
究
社
刊
。
菊
半
哉
、
一
五

O
頁
)

《
論
文
》
ル
ネ
サ
ン
ス
概
観
(
五
月
、
「
三
田
文
学
」
三

l
五
)
古
代
日
本
人
の
自
然
観
(
一

O
月
、
「
三
国
文
学
」

一
O
、
『
古
代
日
本
人
の
思
想
』
所
収
)

《
論
評
・
資
料
》
ア
ン
テ
l
ウ
ス
の
話
〔
五
月
二
八
日
稿
、
「
会
報
」
(
商
工
学
校
誌
)
所
載
〕
熊
野
の
地
と
人
(
六
月
、
「
三

田
評
論
」
二
九
九
、
『
熊
野
民
俗
記
』
所
収
)
八
月
号
の
自
選
歌
評
に
つ
い
て
(
一

O
月
、
「
あ
け
び
」
二

l
九

)

社

会

生
活
の
意
義
〔
一
一
月
一
一
一
一
日
稿
、
深
川
の
講
演
要
旨
を
ま
と
め
た
も
の
、
「
会
報
」
(
商
工
学
校
誌
)
所
載
〕

《
書
評
》
古
代
芸
術
に
関
す
る
こ
書
(
一
月
、
コ
ニ
田
評
論
」
二
九
四
)
F
d
i
m
m
宮
g
f
〉
ロ
阿
国
雪

astsg昌
司
吾
。

z
q

(
二
月
、
「
史
学
」
一
ー
ー
二
)
野
依
氏
の
宗
教
観
(
三
月
、
「
三
田
評
論
」
二
九
六
)
大
川
周
明
著
日
本
文
明
史
(
五
月
、

「
史
学
」
一
ー
ー
一
ニ
)
西
村
真
次
著
安
土
桃
山
時
代
(
八
月
、
「
史
学
」
一
|
四
)
柳
田
国
男
編
郷
土
誌
論
(
八
月
、
「
史
学
」

一
ー
ー
四
)
川
合
貞
一
著
現
代
哲
学
へ
の
途
(
一
一
月
、
「
史
学
」
ニ
l

一
)
三
浦
周
行
著
日
本
史
の
研
究
(
一
一
月
、
「
史

学
」
二
|
一
)
小
林
澄
兄
訳
世
界
教
育
思
想
史
(
一
一
月
、
「
三
田
評
論
」
三

O
四
)

《
其
の
他
》
松
本
実
三
小
伝
(
九
月
、
『
松
本
実
三
遺
稿
』
所
収
)

一三

l

}

九

ニ

三

年

(

大

正

二

乙

三

O
歳

三
月
、
慶
応
義
塾
商
工
学
校
教
員
を
辞
任
。

国
史
、
国
語
、
な
ら
び
に
西
洋
史
を
講
ず
。

《
論
文
》
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
の
根
本
的
知
識
(
七
月
、
「
三
回
評
論
」
一
二
一
一
一
}

《
論
評
》
田
中
先
生
の
政
治
思
想
に
つ
い
て
(
一
一
月
、
「
三
田
評
論
」
三
一
五
)

四
月
、
慶
応
義
塾
大
学
予
科
教
員
兼
専
門
部
(
の
ち
の
高
等
部
)
教
員
に
就
任
し
、

三
三
五



ニ一ニ六

《
書
評
》
中
村
直
勝
著
日
本
文
化
史
(
南
北
朝
時
代
)
(
一
一
月
、
「
史
学
」
一
一

l
一
一
)
占
部
百
太
郎
著
仏
蘭
西
革
命
史
論
(
五

月
、
「
史
学
」
一
一
l
l
三
)
川
合
貞
一
著
哲
学
か
ら
教
育
へ
(
五
月
、
「
史
学
」
一
一
|
三
)
鈴
木
錠
之
助
訳
(
ク
l
ラ
ン
ジ

ユ
)
希
腫
羅
馬
史
論
(
一
一
月
、
「
史
学
」
一
一

l
因
。
一
二
月
、
「
三
田
評
論
」
三
二
ハ
)
朝
鮮
総
督
府
大
正
九
年
度
古
蹟

調
査
報
告
第
一
冊
(
一
一
月
、
「
史
学
」
ニ
ー
四
)
石
川
県
史
蹟
名
勝
調
査
報
告
第
一
輯
〈
一
一
月
、
「
史
学
」
ニ

l
g

《
其
の
他
》
弔
調
(
田
中
華
一
郎
先
生
)
(
一
一
月
、
「
史
学
」
一
一

l
四
)
編
輯
余
録
(
一
一
月
、
「
史
学
」
一
一

l
四
)

八
月
一
三
目
、
田
中
奉
一
郎
急
逝
。
占
部
百
太
郎
、
史
学
科
主
任
と
な
る
。

日
九
二
四
年
〈
大
正
二
二
〉
三
一
歳

一
九
ニ
ニ
年
頃
よ
り
田
中
率
一
郎
を
中
心
に
、
主
と
し
て
史
学
科
教
員
の
翻
訳
に
よ
る
『
泰
西
名
著
歴
史
叢
書
』
(
金
一
四
巻
)
計

画
さ
れ
、
そ
の
担
当
分
‘
ギ
ゾ
l
欧
州
文
明
史
を
刊
行
ず
。

《
翻
訳
》
ギ
グ
!
欧
州
文
明
史
〈
泰
西
名
著
歴
史
叢
書
)
(
九
月
、
東
京
・
国
民
図
書
株
式
会
社
刊
。
菊
判
、
六
一
九
頁
)

《
書
評
》
西
村
真
次
著
国
民
の
日
本
史
(
飛
鳥
奈
良
時
代
)
(
六
月
、
「
史
学
」
三

l
乙
鈴
木
重
光
編
相
州
内
郷
村
話
(
一

山
月
、
「
史
学
』
三

l
四
)
松
本
信
広
訳
一
(
テ
i
ヌ
)
大
革
命
前
の
仏
国
{
一
一
月
.
「
史
学
」
三

l
四
)

《
其
の
他
》
故
鈴
木
錠
之
助
氏
の
略
歴
(
八
月
、
「
史
学
」
三

l
一一)

一
九
二
五
年
(
大
正
一
四
)

'

o

一
一
三
歳

六
、
七
月
に
か
け
て
、
当
時
の
東
京
帝
国
大
学
教
授
黒
板
勝
美
博
士
と
古
典
や
国
体
論
に
関
し
、
東
京
朝
日
新
聞
紙
上
に
於
て
論

争
す
。



、
(
松
本
「
『
国
体
新
論
』
の
疑
点
」
・
六
月
一
一
一
日
号
、
黒
板
「
松
本
氏
に
問
ふ
」
・
六
月
二
八
日
号
、
松
本
「
黒
板
博
士
の
反
問
に

答
ふ
」
・
七
月
五
日
号
)

八
月
、
高
等
部
よ
り
、
恒
松
安
夫
と
共
に
、
朝
鮮
、
満
州
視
察
旅
行
に
で
る
。
釜
山
、
慶
州
、
京
城
、
平
壌
、
楽
浪
の
遺
跡
、
奉

天
、
遼
陽
、
旅
順
、
大
連
な
ど
を
経
て
、
同
月
帰
京
す
。

《
書
評
》
西
村
真
次
著
文
化
人
類
学
(
二
月
、
「
史
学
」
四
|
一
)
高
木
寿
一
著
英
国
経
済
組
織
(
二
月
、
「
史
学
」
四
|
一
)

松
本
信
広
訳
大
革
命
前
の
仏
国
(
三
月
、
「
三
田
評
論
」
三
三
一
)
金
田
一
京
助
著
ア
イ
ヌ
の
研
究
(
五
月
、
「
史
学
」
四

|
二
)
早
川
孝
太
郎
編
能
美
郡
民
謡
集
(
五
月
、
「
史
学
」
四
|
一
一
)
柳
田
国
男
編
郷
土
会
記
録
(
五
月
、
「
史
学
」
・
四
l

二
)
柳
田
国
男
著
海
南
小
記
(
七
月
、
「
三
田
評
論
」
三
三
五
)
書
宮
b
z
m
E
5
5
f

ョ5
k
r
m
F
T回
口
忠
良
国
5

図。

o
p
p・
8
0
(八
月
、
「
史
学
」
四
l

一
二
)
寺
石
正
路
編
土
佐
風
俗
と
伝
説
(
八
月
、
「
史
学
」
四

i
一
ニ
)
東
思
納
寛

惇
著
琉
球
人
名
考
(
八
月
、
「
史
学
」
四
|
一
ニ
)
佐
喜
真
興
芙
著
シ
マ
の
話
(
八
月
、
「
史
学
」
四

i
一
ニ
)
沢
木
四
方
吉

著
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
イ
ン
チ
(
一
一
月
、
「
三
田
評
論
」
三
三
九
)
恒
松
安
夫
著
米
国
近
世
政
治
経
済
史
(
一
一
月
、

コ
ニ
田
評
論
」
三
三
九
)
関
根
正
直
著
服
制
の
研
究
(
一
二
月
、
「
史
学
」
四
|
四
)
垣
田
・
坪
井
編
口
丹
波
口
碑
集

(
一
二
月
、
「
史
学
」
四
|
四
)

《
其
の
他
》
序
文
(
一
月
、
田
島
周
次
郎
著
『
我
が
郷
土
』
)

】
九
ニ
六
年
(
大
正
一
五
)
三
三
歳

三
月
、
慶
応
義
塾
高
等
部
教
員
を
辞
任
。
四
月
、
慶
応
義
塾
商
業
学
校
教
員
を
兼
任
。

《
論
文
》
人
類
学
上
よ
り
観
た
る
人
種
優
劣
論
(
一

O
、
一
一
月
、
「
三
田
評
論
」
三
五

O
、
三
五
一
)

《
論
評
・
資
料
》
鮮
満
雑
感
(
三
月
、
「
三
田
評
論
」
一
二
四
三
)
サ
エ
ラ
船
(
五
月
、
「
民
族
」
一
|
四
、
『
熊
野
民
俗
記
』
所

三
三
七



一
三
入

収
)
‘
一
つ
目
だ
た
ら
の
伝
説
(
六
月
、
「
伝
説
」
一

l
一〉

《
書
評
》
自
然
と
人
生
の
関
係
(
三
月
八
日
、
「
報
知
新
聞
」
)
梅
原
末
治
著
鑑
鏡
の
研
究
(
三
月
、
「
史
学
」
五

l
一)

本
山
桂
川
著
輿
那
国
島
図
誌
(
同
)
早
川
孝
太
郎
著
羽
後
飛
島
図
誌
(
同
)
啓
明
会
第
一
五
回
講
演
集
(
同
)
雑

一
誌
民
族
(
同
)
石
井
誠
訳
ブ
ル
ッ
ク
英
文
学
史
(
同
)
錨
一
時
虎
撒
共
著
純
粋
生
体
「
ア
イ
ヌ
人
」
の
口
腔
器
関
特
に
歯
牙

の
研
究
(
五
月
、
「
史
学
」
五

i
一
一
)
藤
田
亮
作
小
泉
顕
夫
・
朝
鮮
古
美
術
写
真
集
(
七
月
、
「
史
学
」
五

l
一
一
一
)
栗
田

元
次
著
綜
合
日
本
史
概
説
(
上
)
(
同
)
佐
々
木
喜
善
著
紫
波
郡
昔
話
(
同
)
中
道
等
著
津
軽
旧
事
談
(
同
)
沢
木

四
方
吉
著
美
術
の
都
(
同
)
西
村
真
次
著
文
化
移
動
論
(
向
。
八
月
二
三
日
「
東
京
朝
日
新
聞
」
)
佐
喜
真
興
芙
著
「
女

人
政
治
考
」
を
読
む
(
九
月
、
「
民
族
」
一
1
1
六
)
西
村
真
次
著
体
質
人
類
学
(
一
一
月
、
「
史
学
」
五

1
四
)
啓
明
会

第
一
八
回
講
演
集
(
同
)
島
根
県
史
(
同
)

一
九
『
一
七
年
(
昭
和
二
)
三
四
歳

三
月
、
慶
応
義
塾
商
業
学
校
教
員
を
辞
任
。
四
月
、
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
講
師
を
兼
任
し
、
以
後
、
日
本
古
代
史
を
講
ず
。

《
著
書
》
日
本
史
要
(
四
月
、
慶
応
義
塾
出
版
局
刊
。
菊
判
、
一
二
三
頁
)

《
論
文
》
古
事
記
の
撰
録
に
つ
い
て
(
九
月
、
「
史
学
」
六
|
一
ニ
〉

《
論
評
・
資
料
》
俗
信
(
七
月
、
「
民
族
」
一
一
ー
五
、
『
熊
野
民
俗
記
』
所
収
)
女
郎
蜘
妹
の
話
(
八
月
、
「
三
田
文
学
」
三

|
八
、
『
熊
野
民
俗
記
』
所
収
)
熊
野
の
騎
蛤
釣
り
(
一
一
月
、
「
民
族
」
三

l
一
、
『
熊
野
民
俗
聾
所
収
)

《
書
評
》
横
山
由
清
著
日
本
田
制
史
(
三
月
、
「
史
学
」
六
|
一
)
伊
波
普
猷
著
琉
球
古
今
記
(
同
)
柳
田
国
男
著
山
の

人
生
(
同
)
小
山
真
夫
編
小
県
郡
民
謡
集
(
五
月
、
「
史
学
」
六
|
ニ
)
雑
賀
貞
次
郎
編
牟
婁
郡
口
碑
集
(
一
二
月
、

「
史
学
」
六

i
四
)
佐
々
木
喜
善
著
老
姐
夜
譜
(
同
)



日

九

ニ

八

年

(

昭

和

三

)

三

五

歳

七
月
、
郷
里
下
里
町
に
帰
り
、
二
八
、
ニ
九
、
三

O
の
三
日
間
、
郡
及
び
区
教
育
会
主
催
の
講
習
会
に
於
て
「
古
代
史
に
つ
い
て
」

を
講
ず
。

九
月
、
慶
応
義
塾
大
学
よ
り
留
学
生
と
し
て
独
、
英
、
仏
に
留
学
。
こ
の
年
は
ベ
ル
リ
ン
に
滞
在
。

《
論
評
》
武
士
道
(
二
月
、
「
成
人
」
三

l
七
)

《
書
評
》
栗
田
寛
纂
訂
古
風
土
記
逸
文
(
三
月
、
「
史
学
」
七
l

一)

『
万
葉
集
の
文
化
史
的
研
究
』
を
よ
む
(
五
月
一
一
一
目
、
「
時
事
新
報
」
)

(
七
月
、
「
史
学
」
七
|
一
一
)
笠
松
彬
雄
編
紀
州
有
国
民
俗
誌
(
同
)

《
其
の
他
》
雑
感
(
一
月
、
「
南
加
熊
野
愛
友
会
会
報
」
五
)

西

村

真

次

著

神

話

学

概

論

西

村

真

次

著

松
岡
静
雄
著
民
族
学
よ
り
見
た
る
東
歌
と
防
人
歌

(
同
)

】
九
ニ
九
年
(
昭
和
四
)

春
、
ベ
ル
リ
ン
よ
り
、
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
を
旅
行
し
、
ベ
ル
リ
ン
に
帰
る
。
夏
、
ベ
ル
リ
ン
を
離
れ
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
オ
ラ
ン
ダ
を
経
て
イ
ギ
リ
ス
に
渡
り
、
ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
。
そ
の
問
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
旅
す
。

《
論
評
》
独
逸
風
物
い
ろ
い
ろ
|
伯
林
だ
よ
り
(
九
月
三

O
目
、
「
三
田
新
聞
」
)

天
歳

]
九
三

O
年

(

昭

和

五

)

三

七

歳

春
、
ロ
ン
ド
ン
を
出
て
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
を
経
て
フ
ラ
ン
ス
に
帰
り
、
次
い
で
、
ド
イ
ツ
国
内
を
旅
行
し
、
さ
ら

に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
チ
エ
ツ
コ
ス
ロ
グ
ア
キ
ア
を
経
て
、
ド
イ
ツ
に
も
ど
り
、
再
び
ロ
ン
ド
ン
に
入
る
。
秋
、

ロ

ン

三
三
九



三
四

O町

ド
ン
、
h
h
a

り
・
ア
メ
リ
カ
位
渡
り
・
、
，
カ
ナ
ダ
を
経
て
』
、
二
一
月
帰
朝
。

-
J
九
三
一
，
年
(
昭
和
六
)
三
八
歳

一
月
、
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
助
教
授
兼
大
学
予
科
教
員
に
就
任
。

《
挫
要
》
、
古
事
記
論
・
の
一
節
こ
こ
月
、
『
川
合
教
授
還
暦
記
念
論
文
警
所
収
)

《
論
評
》
、
人
種
問
題
雑
観

C
ニ
月
三
-
目
、
「
一
ユ
田
新
聞
」
)
日
巨
石
文
化
ど
洞
窟
文
化
九
一
九
月
1

「
史
学
」
、
一
O
i
-
-
)
v

斧
と
雷
A

同
)
e

《
書
評
》
h

占
部
百
太
郎
著
聖
地
紀
行
(
六
月
、
「
史
学
」
一
O
l
一
一
)
雑
誌
「
郷
土
研
究
」
の
再
刊
(
同
)
栗
田
寛
纂
註

標
註
古
風
土
記
、
出
雲
(
同
)
伴
信
友
著
高
橋
氏
文
考
註
(
九
月
、
「
史
学
」
一
O
|
一
ニ
)
野
村
八
良
著
上
代
文
学
に

現
れ
た
日
本
精
神
(
一
こ
月
、
「
史
学
」
一
O
|
四
)
伴
信
友
著
鎮
魂
伝
(
同
)

!石

一
九
三
こ
年
(
昭
和
七
)
三
九
歳

《
論
文
》
日
本
神
話
の
地
理
的
考
察
(
一
O
月
、
「
史
学
」
一
一
|
三
)

《
書
評
》
松
本
信
広
著
日
本
神
話
の
研
究
(
一
月
一
目
、
「
一
一
一
回
新
聞
」
。
三
月
、
「
史
学
」
一
一
ー
一
)
西
村
真
次
著
世
界

古
代
文
化
史
(
二
月
一
七
日
、
「
時
事
新
報
」
)
大
西
貞
治
著
古
代
日
本
精
神
文
化
の
研
究
(
二
月
二
O
目
、
「
三
田
新
聞
」
)

豊
田
八
千
代
著
万
葉
地
理
考
(
三
月
、
「
史
学
」
一
一
ー
一
)
内
田
周
平
述
寛
政
三
博
士
の
学
勲
(
同
)
竹
内
理
三
著

奈
良
時
代
に
於
け
る
寺
院
経
済
の
研
究
(
七
月
、
「
史
学
」
一
一
ー
一
一
)



一

九

三

三

年

(

昭

和

八

)

四

O
歳

一
月
、
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
教
授
に
任
ぜ
ら
る
。

《
論
文
》
神
話
学
よ
り
み
た
る
日
本
古
代
史
(
四
月
、
「
歴
史
教
育
」
八

l
一)

《
論
評
・
資
料
》
史
学
の
演
濠
(
二
月
、
「
史
学
」
一
一
ー
ー
四
)
史
学
理
論
文
献
目
録
(
有
賀
春
雄
共
編
)
(
同
)

書
の
虚
(
同
)
熊
野
下
里
の
童
戯
(
五
月
、
「
民
族
学
」
五
i
玉
、
『
熊
野
民
俗
記
』
所
収
)

《
書
評
》
橋
本
増
吉
著
耶
馬
台
国
論
考
(
三
月
二
九
日
、
「
時
事
新
報
」
)
献
一
肝
臓
鵬
共
著
伊
予
上
代
史
考
・
伊
骨
乃
神
社
(
四

月
、
「
史
学
」
一
一
一
l

一
)
佐
藤
小
吉
著
系
譜
精
表
(
同
)
問
崎
万
里
訳
古
代
文
化
史
(
六
月
、
「
三
田
評
論
」
四
三

O
〉

後
藤
守
一
著
上
野
国
佐
波
郡
赤
堀
村
今
井
茶
臼
山
古
墳
(
八
月
、
「
史
学
」
一
一
一
|
一
二
)

文

一

九

三

四

年

(

昭

和

九

)

四

一

歳

《
論
文
》
歴
史
家
と
し
て
の
福
沢
諭
吉
先
生
(
二
月
、
「
史
学
」
一
一
一
一
ー
ー
一
一
一
)

《
論
評
・
資
料
》
熊
野
下
里
の
古
墳
(
一
二
月
、
「
ド
ル
メ
ン
」
三
l

二
一
、
『
熊
野
民
俗
記
』
所
収
)

《
書
評
》
岩
波
講
座
日
本
歴
史
(
二
月
一
六
日
、
三
田
新
聞
)
西
村
真
次
著
日
本
民
族
理
想
(
八
月
一
一
一
一
目
、
時
事
新
報
〉

一
九
三
五
年
(
昭
和
一

O
)

四
二
歳

《
論
文
》
古
代
に
於
け
る
夫
妻
別
居
制
(
四
月
、
「
史
学
」

一
四
|
一
)

一
九
三
六
年
(
昭
和
一
一
)
四
三
歳

《
論
文
》
古
代
人
と
犬
(
一

O
月
、
「
歴
史
教
育
」

一一
T
i
p
i

七
)

三
四
一



三
四
二

子、 ヂミ、

其書
の評
他》
》藤益
巨金沢本
空音重
偲吉雄

(共
六著
月内
、村

長警
議伝
塾全
基斗ム

蓄を
青史
年学
b.. L 
-:z:>竜

ュ五
1 I 
ス-
L 、J

一
九
三
七
年
(
昭
和
二
一
)
四
四
歳

四
月
、
津
田
塾
専
門
学
校
講
師
と
し
て
、
日
本
文
化
史
を
講
ず
。

《
論
文
》
古
代
社
会
に
於
け
る
母
性
(
二
月
、
「
史
学
」
一
五
|
四
)

《
論
評
》
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
巨
石
文
化
の
遺
跡
(
五
月
二
五
日
、
「
三
田
新
聞
」
)

《
書
評
》
杉
田
雨
人
著
木
村
謙
次
(
一
一
月
、
「
史
学
」
一
六

l
三
)

《
其
の
他
》
新
し
く
学
部
へ
進
む
人
達
へ
(
三
月
一
ニ
一
日
、
「
三
田
新
聞
」
)

一
九
三
八
年
(
昭
和
一
三
)
四
五
歳

四
月
、
慶
応
義
塾
大
学
評
議
会
委
員
を
兼
ね
る
。

六
月
、
日
本
諸
学
振
興
委
員
会
主
催
歴
史
学
会
に
於
て
、
「
我
が
上
代
人
の
国
土
観
念
」
を
発
表
。

一
二
月
、
学
術
調
査
の
た
め
、
柴
田
常
恵
、
間
崎
万
里
、
松
本
信
広
と
共
に
中
支
旅
行
に
出
る
。
二
一
月
三

O
日
出
発
し
、
主
と

し
て
南
京
、
杭
州
の
遺
跡
を
調
査
し
て
、
翌
年
一
月
末
帰
国
。

《
論
文
)
)
我
が
上
代
人
の
国
土
観
念
(
一
二
月
、
「
日
本
諸
学
振
興
委
員
会
研
究
報
告
」
四
。
学
位
論
文
「
古
代
日
本
人
の
政
治

思
想
」
一
九
五

O
年
の
母
胎
を
な
す
)

《
書
評
》
綜
合
古
克
研
究
(
「
夢
殿
論
誌
」

一
八
)
(
一
一
月
、
「
史
学
」
一
六
|
一
ニ
)



}
九
三
九
年
(
昭
和
一
四
)
四
六
歳

《
論
文
》
戦
記
物
語
に
あ
ら
は
れ
た
中
世
武
士
と
戦
争
(
一
一
月
、
「
史
学
」

《
論
評
》
中
支
遊
記
(
九
月
、
「
史
学
」
一
八
|
一
)

《
書
評
》
肥
後
和
男
著
古
代
伝
承
研
究
(
四
月
、
「
史
学
」

一
八
|
一
一
・
三
、
『
日
本
文
化
史
』
所
収
)

一
七
|
一
ニ
)

一
九
四
O
年
(
昭
和
一
五
)
四
七
歳

三
月
、
慶
応
義
塾
大
学
評
議
会
委
員
を
辞
任
。

《
論
文
》
古
代
に
於
け
る
一
夫
多
妻
制
に
つ
い
て
(
四
月
、
「
史
学
」

学
」
一
九
l
一
)

一八
l
四
)

御
東
征
物
語
の
史
的
意
義
(
八
月
、
「
史

一
九
四
一
年
(
昭
和
二
ハ
)
四
八
歳

《
論
文
》
古
代
日
本
人
の
歴
史
思
想
(
三
月
、
『
歴
史
理
論
の
構
成
』
所
収
、
の
ち
『
古
代
日
本
人
の
思
想
』
に
再
収
)

《
書
評
》
臨
時
謹
害
事
記
諸
本
解
題
(
七
月
、
「
史
学
」
二
O
|
一
)

一
九
四
ニ
年
(
昭
和
一
七
)
四
九
歳

《
著
書
》
日
本
文
化
史
要
(
四
月
、
慶
応
義
塾
出
版
局
刊
。
菊
判
、
二
二
頁
)

《
論
文
》
古
代
人
の
海
洋
意
識
(
三
月
、
「
史
学
」
一
一
O
l
三
、
『
古
代
日
本
人
の
思
想
』
所
収
)

一
九
四
三
年
(
昭
和
一
八
)

五
O
歳

三
四
三



三
四
四

四
月
一
日
、
慶
応
義
塾
大
学
予
科
教
員
(
兼
任
)
を
辞
任
。

一
二
月
二
一
日
よ
り
松
本
信
広
と
共
に
九
州
旅
行
に
出
る
。
中
津
、
臼
杵
、
深
田
石
仏
、
宮
地
、
高
森
、
高
千
穂
、
延
岡
、
西
都

原
‘
宮
崎
、
青
島
、
鵜
戸
、
霧
島
、
隼
人
、
指
宿
、
鹿
児
島
、
熊
本
、
久
留
米
、
鳥
栖
、
長
崎
、
博
多
、
太
宰
府
な
ど
を
経
て
、

翌
年
一
月
八
日
帰
京
。
(
「
筑
紫
の
旅
」
、
「
史
学
」
一
ニ
一
一
ー
一
)

《
著
書
》
日
本
民
族
の
文
化
(
民
族
叢
書
一
)
(
六
庁
、
東
京
・
六
盟
館
刊
。
菊
判
、
二
六
七
頁
)

東
京
・
一
ニ
教
書
院
刊
。
四
六
判
、
三
二
八
頁
)

《
論
文
》
古
代
蝦
夷
論
(
六
月
、
「
史
学
」
一
一
一
l

三
・
四
、
『
日
本
の
民
族
』
所
収
)

《
論
評
・
資
料
》
熊
野
下
里
の
獅
子
舞
(
七
月
、
「
芸
能
」
九
|
七
、
『
熊
野
民
俗
記
』
所
収
)

確
立
と
学
者
の
責
任
(
八
月
、
「
芸
能
」
九
|
八
)

《
書
評
》
永
橋
卓
介
訳
フ
レ
ー
ザ
ー
金
枝
篇
(
九
月
、
「
史
学
」
一
一
一
一
ー
一
)

熊
野
民
俗
記
(
一
二
月
、

総
力
戦
に
於
け
る
芸
能
体
制

一
九
四
四
年
(
昭
和
一
九
)
五
一
歳

三
月
、
津
田
塾
専
門
学
校
講
師
を
辞
任
-
一
一
月
、
慶
応
義
塾
大
学
語
学
研
究
所
員
を
兼
任
。

《
論
文
》
古
代
の
戦
争
と
女
性
(
二
月
、
「
歴
史
と
生
活
」
七
|
一
)
古
代
人
の
戦
争
観
念
(
七
月
、
「
史
学
」
一
一
一
一

l
ニ・

三
、
『
古
代
日
本
人
の
思
想
』
所
収
V

熊
襲
・
隼
人
論
(
一
一
月
、
「
史
学
」
一
一
一
一
E

・
e

・
-
四
、
『
日
本
の
民
族
』
所
収
)

一
九
四
五
年
(
昭
和
ニ

O
)

五
二
歳

三
月
、
日
本
諸
学
振
興
委
員
会
歴
史
部
専
門
委
員
を
委
嘱
さ
る
。



一
九
四
六
年
(
昭
和
二
一
)
五
三
歳

四
月
、
慶
応
義
塾
協
議
会
委
員
に
任
ぜ
ら
る
。
六
月
、
慶
応
義
塾
大
学
語
学
研
究
所
員
(
兼
任
)
を
辞
任
。

一
九
四
七
年
(
昭
和
二
二
)
五
四
歳

五
月
二
六
日
、
慶
応
義
塾
創
立
九
十
周
年
記
念
学
術
講
演
会
に
於
て
「
革
新
と
伝
統
」
と
題
し
講
演
。
(
『
日
本
文
化
史
』

五
年
刊
に
要
旨
を
収
む
)

一
九
五

一

九

四

八

年

(

昭

和

三

三

五

五

歳

五
月
、
慶
応
義
塾
大
学
通
信
教
育
部
|
創
設
は
一
九
四
七
年
二
一
月
l

の
第
二
代
部
長
を
兼
任
し
、
創
草
期
の
通
信
教
育
事
業
の

充
実
を
計
る
。

同
月
、
関
西
に
於
け
る
通
信
教
育
事
業
の
啓
蒙
発
展
の
た
め
、
大
阪
市
に
於
て
開
校
記
念
講
演
会
を
開
催
の
た
め
出
張
。

月
、
同
趣
旨
の
た
め
福
岡
市
に
於
て
、
学
術
講
演
会
を
開
催
の
た
め
出
張
。

《
著
書
》
日
本
の
民
族
付
口
(
一
、
二
月
、
慶
大
通
信
教
育
教
材
。
各
、

A
5
判
・
五
四
頁
)

《
論
文
》
日
本
神
話
の
文
化
史
的
意
義
(
一
一
月
、
「
史
学
」
一
一
一
一
一
l
l
一一一)

《
論
評
》
独
学
に
つ
い
て
(
七
月
、
「
三
色
旗
」
四
)
東
京
設
計
図
(
一

O
月
、
「
三
色
旗
」
七
)

《
其
の
他
》
新
入
学
生
諸
君
へ
(
八
月
、
三
色
旗
特
別
号
)
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
終
え
て
(
九
月
、
「
慶
応
通
信
」
六
)

二
期
生
を
迎
う
(
一

O
月
、
「
慶
応
通
信
」
七
)

第

一
九
四
九
年
(
昭
和
二
四
)

五
六
歳

三
四
五



ニ
四
六

a

三
月
、
通
信
教
育
部
主
催
に
よ
り
、
名
古
屋
市
に
於
て
講
演
(
「
伝
統
と
し
て
の
日
本
文
化
」
、
『
日
本
文
化
史
』
に
要
旨
を
収
む
)

四
月
、
同
じ
く
高
崎
市
に
於
て
講
演
。
五
月
、
同
じ
く
新
潟
市
に
於
て
講
演
。
六
月
、
同
じ
く
仙
台
市
、
札
幌
市
に
於
て
講

演
。
(
「
外
来
文
化
の
摂
取
に
つ
い
て
」
、
『
日
本
文
化
史
』
所
収
)
九
月
、
同
じ
く
大
阪
市
に
於
て
講
演
。
二
月
、
同
じ
く
広

島
市
、
?
福
岡
市
、
大
分
市
、
熊
本
市
に
於
て
講
演
。
(
熊
本
、
「
国
史
に
あ
ら
は
れ
た
筑
紫
」
、
『
日
本
文
化
史
』
に
要
旨
を
収
む
)

《
著
書
》
日
本
文
化
史
(
一
)
(
三
月
、
慶
大
通
信
教
育
教
材
。

A
5
判
・
六
四
頁
)
日
本
文
化
史
(
ニ
)
(
七
月
、
同
。

A

5
判
・
六
回
頁
)

《
論
文
)
)
国
史
に
お
け
る
変
革
と
そ
の
主
動
者
(
一

O
月
、
「
史
学
』
ニ
四

i
一
、
『
日
本
文
化
史
』
所
収
)

《
論
評
》
伝
統
と
し
て
の
日
本
文
化
(
五
月
、
「
ヨ
一
色
旗
」
一
四
)
読
書
に
つ
い
て
(
九
月
、
「
三
色
旗
」
一
八
)

《
其
の
他
》
日
本
民
族
・
研
究
の
手
引
(
六
月
、
慶
大
通
信
教
育
教
材
)
緑
の
芽
(
一

O
月
?
広
島
慶
応
会
)
科
目
別

履
習
制
の
新
設
(
一

O
月
、
三
色
旗
特
別
号
)
希
望
(
一
一
月
、
「
希
望
」
ニ
V

中
国
・
九
州
の
旅
を
終
え
て
(
一
一

月
、
「
慶
応
通
信
」
二

O
)

学
生
諸
君
に
告
げ
る
(
一
一
一
月
、
通
信
教
育
教
材
の
架
)

』
九
五

O
年

(

昭

和

二

五

)

五

七

歳

四
月
、
通
信
教
育
部
主
催
に
よ
り
、
静
岡
市
、
名
古
屋
市
、
大
阪
市
に
於
て
講
演
(
名
古
屋
、
「
史
学
に
つ
い
て
」
)
五
月
、
同

じ
く
、
松
江
市
、
呉
市
、
岡
山
市
に
於
て
講
演
。
一

O
月
、
同
じ
く
、
姫
路
市
、
高
松
市
、
徳
島
市
、
松
山
市
、
高
知
市
に
於

て
講
演
。

一
二
月
、
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
に
提
出
の
学
位
論
文
「
古
代
日
本
人
の
政
治
思
想
」

刊
ー
に
所
収
)
に
よ
り
、
文
学
博
士
の
学
位
を
受
け
る
。

《
論
評
》
塾
風
に
つ
い
て
(
一
月
、
「
三
色
旗
」
一
一
一
一
)

(
『
古
代
日
本
人
の
思
想
』
l
一
九
五
九
年



《
其
の
他
》
所
感
(
二
月
、
「
湘
南
三
田
ク
ラ
ス
だ
よ
り
」
三
・
四
)
第
四
期
生
を
迎
う
(
三
月
、
「
慶
応
通
信
」
二
四
)

感
想
(
五
月
、
「
駿
河
慶
友
」
六
)
挨
拶
(
五
月
、
「
鳥
取
慶
応
会
会
誌
」
六
)
働
き
つ
つ
学
ぶ
道
(
一
二
月
、
慶
大
通

信
教
育
案
内
)

一
九
五
一
年
(
昭
和
一
二
ハ
)
五
八
歳

二
月
、
大
学
設
置
審
議
会
臨
時
委
員
(
文
部
省
)
を
委
嘱
さ
る
。
同
月
、
慶
応
義
塾
協
議
会
の
解
散
に
よ
り
委
員
を
辞
任
。
四

月
、
慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
(
文
学
研
究
科
)
の
授
業
を
も
担
当
。

三
、
四
月
、
通
信
教
育
部
主
催
に
よ
り
、
福
山
市
、
鳥
取
市
、
京
都
市
に
於
て
講
演
。
(
福
山
、
「
国
史
に
於
け
る
変
革
に
つ
い
て
」
、

鳥
取
、
「
国
史
に
於
け
る
伝
統
と
革
新
」
)
五
月
、
同
じ
く
、
金
沢
市
、
富
山
市
、
福
井
市
に
於
て
講
演
。
同
月
、
更
に
浜
松

市
に
於
て
講
演
。
六
月
、
慶
応
義
塾
塾
史
編
纂
所
委
員
を
兼
任
。
同
月
、
通
信
教
育
部
主
催
に
よ
り
、
福
島
市
、
新
庄
市
、

秋
田
市
に
於
て
講
演
(
「
歴
史
の
見
方
」
)
一

O
月
、
同
じ
く
、
仙
台
市
、
盛
岡
市
に
於
て
講
演
(
仙
台
、
「
福
沢
先
生
の
歴
史
観
」
、

盛
岡
、
「
独
立
に
つ
い
て
」
)
一
一
月
、
同
じ
く
、
和
歌
山
市
、
田
辺
市
、
宇
治
山
田
市
に
於
て
講
演
。

《
著
書
》
国
史
(
六
月
、
慶
大
通
信
教
育
教
材
。

A
5
判
・
七
六
頁
)

《
論
文
》
外
来
文
化
の
摂
取
に
つ
い
て
(
一
月
、
「
三
色
旗
」
三
四
、
『
日
本
文
化
史
』
所
収
)
古
代
人
の
他
界
観
念
(
一

O

月
、
『
日
本
民
俗
学
の
た
め
に
』
一

0
・
所
収
、
『
古
代
日
本
人
の
思
想
』
に
再
収
)

《
論
評
・
随
筆
》
南
国
天
楼
放
談
(
二
月
、
「
下
里
町
新
聞
」
一

O
)

歴
史
の
学
習
に
つ
い
て
(
四
月
、
「
三
色
旗
」
三
七
)

閑
日
月
(
七
月
、
「
E
の
上
」
一
千
ー
一
)
独
立
の
精
神
に
つ
い
て
(
九
月
、
「
慶
応
通
信
」
四
二
)
随
想
(
一

O
月、

「
栃
の
芽
」
一
)

《
其
の
他
》
所
感
(
一
月
、
丘
の
友
創
刊
号
)

国
史
・
研
究
の
手
引
(
七
月
、
慶
大
通
信
教
育
教
材
)

三
四
七



三
四
八

一
九
五
ニ
年
(
昭
和
二
七
)
五
九
歳

四
月
、
通
信
教
育
部
主
催
に
よ
り
、
甲
府
市
に
於
て
講
演
。
(
「
独
立
に
つ
い
て
」
)
六
月
、
同
じ
く
、
福
岡
市
、
鹿
児
島
市
、
延

岡
市
に
於
て
講
演
。
二
月
、
同
じ
く
、
豊
橋
市
、
岐
阜
市
、
奈
良
市
に
於
て
講
演
。

《
著
書
》
史
籍
解
題
(
二
月
、
慶
大
通
信
教
育
教
材
。

A
5
判
・
六
五
頁
)

《
論
文
》
土
蜘
妹
論
(
九
月
、
「
史
学
」
一
一
五
l

四
、
『
日
本
の
民
族
』
所
収
)

《
論
評
》
わ
が
国
の
独
立
に
つ
い
て
(
三
月
、
「
三
色
旗
」
四
八
、
『
日
本
文
化
史
』
所
収
)
子
は
か
す
が
い
|
韓
子
に
つ
い

て
|
(
八
月
、
「
三
色
旗
」
五
一
ニ
)

《
其
の
他
》
新
年
に
当
っ
て
(
一
月
、
「
慶
応
通
信
」
四
六
)
史
籍
解
題
・
研
究
の
手
引
(
二
月
、
慶
大
通
信
教
育
教
材
)

通
信
教
育
課
程
の
卒
業
生
を
送
る
(
三
月
、
五
二
年
三
田
会
)
卒
業
生
を
送
る
こ
と
ば
(
四
月
、
「
慶
応
通
信
」
四
九
)

守
先
達
と
し
て
の
責
務
(
同
)
面
接
授
業
に
想
う
(
七
月
、
「
慶
応
通
信
」
五
ニ
)
今
宮
新
氏
提
出
学
位
請
求
論
文
審
査
要

旨
(
九
丹
、
「
史
学
」
一
一
五

l
四
)
第
ニ
回
卒
業
生
を
送
る
こ
と
ば
(
一
一
月
、
「
慶
応
通
信
」
五
六
)

一
九
五
三
年
ホ
昭
和
二
八
)
六

O
歳

四
月
、
杉
野
学
園
女
子
短
期
大
学
講
師
を
兼
ね
、
日
本
文
化
史
を
講
ず
。

九
月
、
慶
応
義
塾
大
学
通
信
教
育
部
長
を
辞
任
。

一
O
月
、
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
長
並
び
に
大
学
院
文
学
研
究
科
委
員
長
を
兼
任
。

《
論
評
・
随
筆
》
常
に
最
善
を
つ
《
せ
(
四
月
、
「
慶
応
通
信
L

六
一
)
独
立
の
精
神
に
つ
い
て
(
四
月
?
「
三
色
旗
」
六
一
〉

少
年
時
代
の
思
い
出
(
九
月
、
下
里
公
民
館
)
勝
負
に
つ
い
て
(
一

O
月
、
「
三
色
旗
」
六
七
V



《
其
の
他
》
ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
出
席
す
る
人
に
(
七
月
、
「
慶
応
通
信
」
六
四
)

「
三
色
旗
」
六
五
)
部
長
と
し
て
の
六
年
間
(
一
一
月
、
「
慶
応
通
信
」
六
八
)

学
力
考
査
の
世
界
史
に
つ
い
て
(
八
月
、

学
生
諸
君
へ
の
こ
と
ば
(
同
)

】
九
五
四
年
(
昭
和
二
九
)
六
一
歳

三
月
、
杉
野
学
園
女
子
短
期
大
学
講
師
を
辞
任
。

《
著
書
》
日
本
の
民
族
(
九
月
、
慶
応
通
信
刊
。

A
5
判
・
二
六
八
頁
)

《
論
評
・
随
筆
》
紀
州
を
語
る
(
二
月
、
「
三
色
旗
)
七
一
)

《
其
の
他
》
三
聞
に
迎
う
(
一
一
月
、
文
学
部
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
)

三
)

通
信
教
育
最
終
試
験
問
題
批
評
(
七
月
、
最
終
試
験
問
題
集

-
九
五
五
年
(
昭
和
三

O
)

六
二
歳

一
O
月
、
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
長
並
び
に
大
学
院
文
学
研
究
科
委
員
長
を
重
任
。

《
著
書
》
日
本
文
化
史
(
八
月
、
慶
応
通
信
刊
。

A
5
判
・
二
九
八
頁
)

《
論
文
》
古
代
に
於
け
る
近
親
婚
に
つ
い
て
(
四
月
、
「
史
学
」
一
一
八
l

一)

《
論
評
》
私
の
愛
読
書
(
一
月
、
「
三
色
旗
」
八
二
)
折
口
さ
ん
と
地
人
会
(
三
月
、
『
折
口
信
夫
全
集
』
・
月
報
六
)
史

学
科
今
昔
談
(
三
月
、
『
三
田
に
ひ
ら
め
く
三
色
旗
』
所
収
)
神
仙
の
国
(
八
月
、
「
三
田
評
論
」
五
六
六
)
警
官
(
九

月
二
七
日
、
「
毎
日
新
聞
」
夕
刊
)

《
其
の
他
》
多
岐
に
渉
る
試
問
(
二
月
、
「
慶
応
義
塾
大
学
新
聞
」
受
験
特
集
号
)
卒
業
生
を
送
る
辞
(
三
月
、
昭
和
三

0

年
度
三
田
会
誌
)
い
わ
ゆ
る
舌
禍
事
件
に
つ
い
て
(
六
月
、
「
慶
応
義
塾
大
学
新
聞
」
一
四
五
)
い
わ
ゆ
る
舌
禍
事
件

三
四
九
・



三
五

O

に
つ
い
て
(
七
月
、
「
三
色
旗
」
八
八
)

一
九
五
六
年
(
昭
和
三
一
)
六
三
歳

《
論
評
・
随
筆
》
も
し
私
が
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
で
あ
っ
た
な
ら
(
一
月
、
「
慶
応
通
信
」
九
四
)

「
慶
応
義
塾
大
学
新
聞
」
二
ハ
一
ニ
)
よ
き
日
の
学
生
時
代
(
二
月
一
一
一
一
日
、
「
毎
日
新
聞
」
)

一
O
O
)

コ
ン
パ
・
餅
・
大
食
(
八
月
、
「
蛍
雪
時
代
」
ニ
六
|
五
)

《
其
の
他
》
送
別
の
こ
と
ば
(
三
月
、
三
国
会
誌
)
通
信
教
育
科
目
試
験
の
手
引

六
月
、
慶
応
通
信
)

新
春
随
想
・
み
か
ん
(
一
月
、

個
人
崇
拝
(
七
月
、
「
三
色
旗
」

(
日
本
文
化
史
)

(
同
新
版
第
二
集
所
収
、

】
九
五
七
年
(
昭
和
一
ニ
ニ
)
六
四
歳

六
月
、
港
区
よ
り
、
港
区
史
編
纂
委
員
を
委
嘱
さ
れ
、
そ
の
編
集
監
修
に
当
る
。

学
院
文
学
研
究
科
委
員
長
を
辞
任
。

日

O
月
、
通
信
教
育
部
主
催
に
よ
り
、
大
館
市
、
秋
田
市
に
於
て
講
演
。

《
論
評
・
随
筆
》
小
さ
な
足
跡
(
五
月
、
「
慶
応
義
塾
大
学
新
聞
」
一
九
四
)
古
典
と
熊
野
(
六
月
、
「
大
和
文
華
」
一
一
一
一
一
)

複
雑
多
彩
(
七
月
、
「
三
色
旗
」
一
一
一
一
)
慶
応
義
塾
(
一
一
月
、
河
出
版
『
日
本
歴
史
大
辞
典
』
七
、
所
収
)

《
其
の
他
》
送
別
の
こ
と
ば
(
三
月
、
一
九
五
七
年
三
田
会
)
港
区
史
略
年
表
(
監
修
)
(
一
一
一
月
、
港
区
史
編
纂
室
)

九
月

慶
応

重
大
学
文
品主

寸・

部
長
並
び

大

}
九
五
八
年
(
昭
和
三
三
)
六
五
歳

四
月
i

通
信
教
育
部
主
催
に
よ
り
、
広
島
市
に
於
て
講
演
。



《
論
文
》
白
石
の
史
学
に
つ
い
て
(
二
月
、
「
史
学
」
コ
一
一
l
四
)

《
論
評
・
随
筆
》
シ
ャ

l
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
に
つ
い
て
(
一
O
月
、
「
新
文
明
」
八
l
一
O
)

一
九
五
九
年
(
昭
和
三
四
)
六
六
歳

三
月
、
大
学
基
準
等
研
究
協
議
会
文
学
部
会
委
員
(
文
部
省
)
を
委
嘱
さ
る
。

信
教
育
部
主
催
に
よ
り
、
札
幌
市
、
釧
路
市
に
於
て
講
演
。

二
月
、
『
古
代
日
本
人
の
思
想
』
に
よ
り
、
昭
和
三
四
年
度
慶
応
義
塾
学
事
振
興
資
金
に
よ
る
義
塾
賞
を
授
与
さ
る
。

《
著
書
》
古
代
日
本
人
の
思
想
(
八
月
、
東
京
・
寧
楽
書
房
刊
。

A
5
判
・
一
三
O
頁
)

《
論
文
》
時
代
と
個
人
(
八
月
、
「
三
色
旗
」
一
一
二
八
)
福
沢
史
学
に
つ
い
て
(
一
O
月
、
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
六
・
附
録
月
報
)

《
論
評
・
随
筆
》
筑
紫
の
旅
(
四
月
、
「
史
学
」
一
一
一
一
一
ー
ー
一
)
飼
っ
て
み
た
い
(
五
月
、
「
新
文
明
」
九
|
五
)
古
本
整

理
(
一
一
月
、
「
新
文
明
」
九
l
一
一
)

四
月
、
三
国
史
学
会
会
長
を
兼
任
.

七
月
、
通

一
九
六
O
年
(
昭
和
三
五
)
六
七
歳

三
月
、
大
学
基
準
等
研
究
協
議
会
文
学
部
会
委
員
を
辞
任
。
六
月
、
そ
の
監
修
に
か
か
る
『
港
区
史
』
(
略
年
表
と
も
全
三
巻
)

刊
行
さ
れ
、
編
纂
監
修
の
任
を
と
か
る
。
二
一
月
、
慶
応
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
長
を
兼
任
。

《
論
評
・
随
筆
》
思
い
出
(
二
月
、
司
郁
文
館
学
園
七
十
年
史
』
所
収
)
新
居
(
五
月
、
「
新
文
明
」
一
O
|
五
)

か
ら
十
五
年
(
一
O
月
、
「
新
文
明
L

一
O
l
一
O
)

《
其
の
他
》
港
区
史
(
上
、
下
)
(
監
修
)
(
三
月
、
港
区
史
編
纂
室
)

月
、
「
史
学
」
一
一
一
一
一
一
ー
ー
一
)

あ
れ

清
水
潤
三
氏
提
出
学
位
請
求
論
文
審
査
要
旨
(

三
五
一



五

】
九
六
一
年
(
昭
和
一
三
ハ
〉
六
八
歳

二
月
、
大
学
設
置
審
議
会
臨
時
委
員
を
辞
任
。
一

O
月
、
通
信
教
育
部
主
催
に
よ
り
、
長
崎
市
、
佐
世
保
市
に
於
て
講
演
。

《
論
文
》
中
世
文
学
と
熊
野
(
三
月
、
「
史
学
」
三
一
二
|
ニ
)

《
論
評
》
文
化
の
交
流
(
一
一
月
、
「
三
色
旗
」
一
六
四
)

《
其
の
他
》
は
し
が
き
(
史
学
科
開
設
五
ナ
周
年
記
念
)
(
四
月
、
「
史
学
」
三
一
ニ

i
三
・
四
)

「
新
文
明
」
一
一
ー
一

O
)

雑
草
を
ぬ
く
(
一

O
月、

一
O
月
二
一
目
、
史
学
科
開
設
五
十
周
年
を
祝
い
、
三
国
史
学
会
は
赤
坂
の
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ

i
ジ
ャ
パ
ン
に
於
て
、
祝
賀
会
を

開
催
。

】
九
六
二
年
〈
昭
和
三
七
)
六
九
歳

《
論
評
・
資
料
》
崇
高
な
精
神
に
生
き
る
|
新
憲
法
を
祝
う
(
五
月
五
日
、
「
慶
応
義
塾
大
学
新
聞
」
)
見
る
と
い
う
こ
と

(
七
月
、
「
新
文
明
」
一
一
一

l
七
)
津
田
左
右
吉
博
士
を
し
の
ぶ
(
一
一
月
、
「
新
文
明
」
一
一
一

l
一
一
〉
柳
田
先
生
と

地
人
会
(
一

O
月
、
『
定
本
柳
田
国
男
集
』
・
月
報
一

O
)

《
其
の
他
》
創
刊
の
辞
(
二
月
、
「
斯
道
文
庫
論
集
」
)
国
史
・
学
習
の
手
引
(
八
月
、
慶
応
通
信
}
序
文
(
一
二
月
、
『
江
戸

時
代
書
林
出
版
書
籍
目
録
集
成
』
一
・
斯
道
文
庫
刊
)
序
文
(
間
崎
万
里
先
生
頒
寿
記
念
)
(
向
、
「
史
学
」
三
五

l
ニ
・
三
)

}

九

六

三

年

(

昭

和

三

八

)

七

O
歳

一
O
月
二
五
日
、
慶
応
義
塾
大
学
の
同
僚
門
弟
た
ち
、
古
稀
を
祝
し
、
産
経
会
館
に
於
て
記
念
祝
賀
会
を
開
催
。
三
田
史
学
会
は



「
史
学
」
の
第
一
ニ
六
巻
、
第
二
・
三
号
を
「
松
本
芳
夫
先
生
古
稀
記
念
」
号
と
し
て
刊
行
し
、
献
呈
す
。

《
論
文
)
)
山
片
幡
桃
の
歴
史
観
(
三
月
、
「
斯
道
文
庫
論
集
」
一
一
)

《
論
評
・
随
筆
》
万
福
会
(
一

O
月
、
「
新
文
明
」
一
一
ニ
l
l
一
O
)

無
学
の
嘆
(
一

O
月
、
「
三
色
旗
」

一
八
七
)

日

九

六

四

年

(

昭

和

三

九

)

七

一

歳

三
月
、
慶
応
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
員
一
岡
、
「
斯
道
文
庫
論
集
」
三
輯
を
記
念
号
と
し
て
献
呈
す
。

《
論
評
・
随
筆
》
思
い
出
(
一
月
、
「
三
田
評
論
」
六
ニ
ニ
〉
私
の
楽
し
み
|
花
守
つ
く
り

l
(
一
月
、
「
慶
応
通
信
」

一
九

O
)

(
一
九
六
四
・
=
;
一

O
稿
)

(
附
)
記
事
に
つ
い
て
は
直
接
先
生
よ
り
う
か
が
っ
た
も
の
が
多
く
、
そ
の
選
択
に
つ
い
て
は
先
生
の
御
意
向
に
そ
い
つ
つ
編
者
の
責
任
に

於
て
な
し
た
。
そ
の
際
資
料
に
関
し
て
は
塾
史
編
纂
所
-
通
信
教
育
部
の
協
力
を
得
た
。
著
作
目
録
に
就
い
て
は
「
松
本
芳
夫
先
生
略
歴
・

著
作
目
録
」
(
「
史
学
」
三
六

i
ニ
・
三
)
を
参
考
に
し
て
‘
こ
れ
を
内
容
別
に
分
類
し
、
か
つ
若
干
の
補
訂
を
加
え
た
。
尚
、
記
事
、
著
作

類

の

遺

漏

の

点

、

お

気

づ

き

の

節

は

御

教

示

を

賜

り

た

く

、

お

願

い

申

上

げ

る

。

太

田

次

男

三
五
三


